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要約

本研究の目的は,教員の教育相談研修への参加意欲を高める要因について検討することである。筆者が

行つた教育相談の継続研修の参加者 14名 を対象に,研修に継続参加 した理由について自由記述による質

問紙調査を行つた。検討の結果,研修参加の要因として 「ニーズや実践とつながる研修内容」 「自分を

見つめる・他者 と共有 し受け止められる時間」 「研修方法・環境の工夫」の3つがあることが示された。

また 「自分を見つめる・他者 と共有 し受け止められる時間」は 「ニーズや実践とつながる研修内容」や

「研修方法・環境の工夫」の両方の側面を持つと考えられた。

キーワー ド:教育相談,研修参加要因,参加者の視点

教育相談研修への継続参加の要因に関する検討

I は じめに

現在教員には,児童生徒の抱える様々な課題

に適切に対応 し,ま たそのために保護者を含め

た他者と連携協力する教育相談力が求められて

いる。羽田 (2014)が 教育相談について 「全

ての教師が児童生徒に接するあらゆる機会をと

らえて,あ らゆる教育活動の実践の中で生かす

必要があり,学校教育を進めるうえで基礎 とな

るものである」と述べるように,児童生徒の成

長発達を支えるために,教育相談力は全ての教

員が身につけるべき力であり, 日々の児童生徒

との関わ りの中で生かす力であると考えられ

る。一方で新井 (2007)が ,児童生徒 との人

間関係が悪化 した場合には教員と児童生徒双方

にとつて大きなス トレスとなることを指摘 して

いるが,児童生徒との人間関係は,教育相談に

おいても重要な要素であるばかりでなく,教員

自身のメンタルヘルスにも影響を及ぼすと言え

よう。このように,児童生徒や保護者と信頼関

係を築きながら,児童生徒の抱える課題に適切

に対応する教育相談力は,児童生徒のためにも,

教員自身のためにも,基礎的であり,かつ重要

な教員の資質能力の一つと考えられる。

そしてこれまで教員の教育相談に関する資質

向上のため,全国で数多くの研修が実施されて

いる (米 田,2008;中島 ,2012)。 栗原ら (2005)

は全国の教育センターで行われている生徒指導

や教育相談の研修について調査 し,「教育相談

の講座が定員を超えるような人気講座になって

いる機関も少なくないという事実は,こ の問題

が教師にとって深刻な問題であることを示唆し

ている」と述べるように,教育相談研修へのニー

ズは高い。このような現状の中,石川ら (2015)

は教員研修について,効果検証や参加 した教員

からの評価がなければ役立つ研修 として成立・

発展させていくことは難 しいだろうとし,内容
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や実施形態についても検討 していく必要がある

と述べている。この指摘の通 り,単に研修を行

うだけでは十分でなく, どのような研修が参加

者にとつて有益かについて客観的な効果検証や

参加者の視′点から検討を行い,研修を精錬させ

ていくことが不可欠であろう。そしてこれまで

教育相談研修の効果については,社会的スキル

の向上 (橋本 ら,1998)や 自己の再確認や視点

の広が り (石川 ら,2015),自 己意識や他者意

識等の変化 (春 日,2016;2017)な ど複数報告

されている。

一方で参加者の視点からの検討 としては,榊

原 ら (2005)が教員研修について分析を行い,

受講者にとつて 「受けてよかつた」と思われる

研修の条件として,外的側面として笑いや楽し

さを導く雰囲気といつた,受講者が積極的に参

加できるような環境,内的側面として議論や作

品作 り,模擬演習など研修での課題やその構成

といった複数の側面を報告 してお り,研修の

様々な側面が受講者の満足度に関連する可能性

が考えられる。 しかしこれまで参力日者の視点か

らの研究が蓄積されてきたとは言い難く,今後

は参加者の視点から,どのような研修の要素が

受講者の満足感や参加意欲に繋がるかについ

て,環境や研修の形態,構成等も含めて多面的

に検討 していくことが必要であろう。

以上のことから本研究では,筆者が行つた教

育相談の継続研修の参加者を対象に,研修に継

続 して参力日した,あ るいはしようと思つた理由

について調査を行い,参加者の視点から研修参

加への意欲を高める要因について検討すること

を目的とする。

Ⅱ 研修概要と研究方法

今回の研修は企画・広報・参加者募集・講師・

研修運営を筆者が行つた。以下に研修概要およ

び研究方法を記す。

1.研修参加者と研修内容

1)参加者募集 と参加申し込み方法

参加者募集の広報は以下の①～③の 3つの方

法で行った。①筆者が所属する大学がある県の

県教育委員会を通 じ,県内の公立学校宛にチラ

シを添付 したメールの送信を依頼 した。②大学

近隣の 3市の市教育委員会を通 じ,各市内公

立小・中学校に 1教員 1枚のチラシの配布を

依頼 した。③大学近隣の県立高等学校 3校 と

県立特別支援学校 3校に 1教員 1枚のチラシ

の配布を依頼 した。

チラシには研修内容や申込方法等の他,ア ン

ケー トやインタビューでの研修の効果研究への

協力を依頼する予定があること,研究への協力

は自由であることを記載 している。参カロを申し

込む場合,著者の大学メールア ドレスヘ直接申

し込みのメールを送信 してもらつたよ
)

2)研修期間・時間・研修場所

研修は 2019年 6月 ,7月 ,9月 ,10月 ,11月 ,

2020年 1月 に月 1回計 6回実施 した。研修 日

時は水曜 日午後 19時～ 20時 30分の 1時間半

である。研修会場は筆者が所属する大学であり,

県のほぼ中央部に位置する。

3)参加者

参加者は現職教員 50名 である(小学校 16名 ,

中学校 14名 ,高等学校 9名 ,特別支援学校 10

名,教育委員会 1名 )。 その他スタッフとして,

現職中学校教員 1名 と臨床心理± 1名 ,臨床

心理学専攻の大学院生 1名 が参加 した。スタッ

フを除く6回の平均参加者数は 44.17名 で,参

加率は 88。3%で あつた。各回の参加者数 と参

カロ率 (%)を表 1に記す。

表 1 各回の参加者数と参加率
1234 平均

参加者

(人 )

参加率

(%)

4)研修内容・研修方法

毎回の研修内容とワークを表 2に記す。今回

の研修は教育相談力の基礎的力を養 うための

「基礎編」と位置づけ,内容を設定 した。栗原

50   48   45   42

100  96   90    84

41   39

82    78

44.17

88.3
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ら (2005)は ,今 日的教育課題に的確に対応

するには,生徒の実態を的確かつ多面的に「理

解」し,知識や理論と照合 して 「判断」し,そ

の判断に基づいて具体的な「対処」をする必要

があると述べてお り,児童生徒や保護者と関わ

る際には,まず 「理解」が基本となると考えら

れる。また秋光 ら (2009)は 「子 どもや学級

に生じる反応には教師自身のありようが大きく

影響」し,「教師が自分自身のありようを理解」

する力は,教師にとつて重要な資質能力であ

る」とし,「教師の自己理解を促進する研修が

必要である」と述べている。その他の先行研究

からも教員自身の自己理解や児童生徒や保護者

等への他者理解は教育相談力の中でも最も重要

なものの一つと考えられている (春 日,2016;

2017;2020)。 そのため今回の研修は教育相談

力の基礎的力を養 うための研修 として,教員の

自己理解,児童生徒や保護者等への他者理解 ,

ケース理解を扱った。

また今回の研修では,毎回複数の自己理解や

他者理解,ケース理解に繋がるワークを行い,

参加者同士でワークの内容を共有するようにし

た。加えて毎回の研修の初めに,前回の研修の

最後に書いてもらったアンケー トの自由記述の

部分を数名分匿名で紹介することで,前回の振

り返 りを行 うとともに,全体で参加者が感 じ

たことを共有するようにした。青木 ら (2001)

は月 1回の継続的な教育相談研修講座について

検討 し,研修講座受講者同士が “互いにわかり

あえる"貴重な仲間となりうることを指摘 して

いる。また松田 (1999)は 教育相談研修につ

いて,生徒一人ひとりが大事にされる教育相談

が行われるような研修を組み立てることが大切

であると述べているが,そのためには教員自身

が研修において自分を大事にされている感覚 ,

自分を大事にする感覚を味わうことが重要であ

ろう。今回の研修では,他者 とのワークやアン

ケー トの共有を行 うことで,他者に話を聞いて

もらったり,他者 と考えを共有する機会を設け,

お互いに分かり合える感覚や他者から受け止め

られる体験に繋がるようにした。

表 2 研修内容とワーク

内容 ワーク

①オリエンテーション

l 
②自己理解 口自己開示

① TST (Twenty

Statements Test)

② TSTを使つた自己紹介

③こころの天気

①コミュニケーション

(も のの見方,非言語)

②自己受容 口被受容感

③共感的理解

①私が私を好きなのは

②流れ星

③5つの聴き方

④ありがとうの花東

①こころの整理法

3 ②本当の共感的理解

①頑張つているね,私

②こころの整理法

③共感的理解のワーク

①今の気分

②アサーティブ・チェッ

クリス ト

③今日のありがとう,明
日の私ヘ

①こころの天気

②架空事例のケース理解

のワークとグループで

の検討

①ジェノグラム・エコマ

ップを用いたケース理解

②修了式

①つながり地図

②架空事例のジェノグラ

ム・エコマップ作成と

グループでの検討

その他,今回の研修は月 1回の継続研修とい

う特徴がある。小川 ら (2010)は 教員を対象

としたカウンセラー指導員の研修プログラムを

実施 し,理解度を高めるためには複数回授業で

詳 しく述べることが重要であると述べている。

理解 しやすさや知識が身に着く感覚も,研修の

満足度に関連することが考えられる。今回の研

修では繰 り返 し重要な点について触れ,理解が

深まるようにした。また毎回の研修の初めに前

回までの復習を行い,継続研修の連続性を作る

ようにした。

以上の他,今回の研修では以下の①～④の工

夫を行つた。①毎回の研修前に座席のくじを引

いてもらつた。これはワークで様々な参加者と

交流することができるようにするためと,知 り

合い同士が近くの席に座ることを避けるためで

ある。②毎回の研修終了時にアンケー トを書い

てもらい,参加者自身が研修を振 り返る時間を

持つようにした。③アンケー トに書かれた内容

①関わりにおける自分

②カウンセラーの面談・

4  電話のコツ

①カウンセリング的視点

からの多面的なケース

理解
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を元に,次回の研修内容を調整するなど,参加

者の感覚を確かめながら研修を進めるようにし

た。④教師や教育相談に関する読み物を読んで

もらい,教師として自分が大切にしたいことに

ついて考える時間となるようにした。

2.研究方法

1)研究協力者・調査方法

2020年 1月 の 6回 目研修終了時に,6回中4

回以上出席 した参加者に対して,研修への継続

参加の理由についてインタビュー調査を行 う旨

を文書と口頭で説明して研究協力者を募集 し,

18名 が協力を申し出た。インタビュー調査は

2020年 4月 以降に予定 していたが,新型コロ

ナウイルス感染症拡大を受け,イ ンタビュー調

査から自由記述式の質問紙調査へ調査方法を変

更 した。先の 18名 にメールまたは郵便で調査

方法の変更および質問紙による調査の依頼文書

と調査用紙を配布 した。メールまたは郵便で回

答のあった 14名 の回答について分析を行つた。

2)調査内容

自由記述式の質問紙調査を行つた。質問内容

は,①自分自身,②研修内容,③研修方法,④

研修の時間・場所,⑤他の参加者,⑥講師,⑦

その他,の 7点 について,継続 して出席 した,

あるいはしようと思った理由がある場合は回答

するように求めた。

Ⅲ 結果

1.分類方法

上記の①～⑦の各項 目ごとに回答された内容

を分類 し,カ テゴリー名を命名 した。一人の回

答内でも異なる内容が書かれている場合は,そ

れぞれの内容を異なるカテゴリーに分類 した。

なお各項目の回答において,別の項目内容にあ

てはまると考えられるもの (例 えば,①に書か

れているが,③の内容にあてはまるもの)は ,

あてはまると考えられる項目内容の中で分類 し

た。また⑦に記載された内容は感想等が多く,

今回は分析か ら除外 した。表 3～表 7に分類

した自由記述の抜粋を示す′

2.各項目の分類

1)自 分自身について

表 3の ように自分自身については,研修の機

会を探 していたり,内容を見て学びたいと思つ

たり,教育相談への興味があったなどの 「学び

への意欲・興味」力` 11件,業務上必要に迫 ら

れたり,専門性の不足を感 じていたなどの 「教

育相談の必要性」が 7件, どのように生徒に

接 したらいいかのヒン トを得るためなど「知識・

方法の習得」が 3件,こ れでいいのかとい う

不安があったなど「不安」力` 3件,他者から

の勧めや自身の人間関係の改善に関する内容の

「その他」が 2件であった。

2)研修内容について

表 4の ように研修内容については,得るもの

が多かった,すべてが真新 しかった,充実した

研修だつたなどの「有益さ」が 7件 ,演習やワー

ク,講義資料や研修環境に関することなど「研

修方法や資料の工夫」力` 6件, 自分のニーズ

に合っていた,必要だと考えていた内容だつた

など「ニーズとの適合」が 5件,実践に研修

から裏付けを得て安心したり,行き詰つていた

原因を確認するなど「実践と繋げた理解」が 5

件,教員自身の自己理解の大切さを理解 したな

ど「教員の自己理解の重要性」が 5件, とて

も楽 しかつたなどの「楽しさ。安心感」が 2件 ,

学び直す必要があると思っていたなど「学び直

し」が 2件であつた。

3)研修時間・場所内容について

表 5の ように研修時間・場所内容については,

時間や場所の参加 しやす さや,月 に 1回 1時

間半であることへの「参加 しやすさ」が 15件 ,

逆に平日の参力日しづらさや開始時間についての

「要望・難 しさ」が 4件,月 に 1回が楽しみだつ

たという「楽しみ」が 1件であつた。

4)他の参加者について

表 6の ように他の参加者については,他の教

員の話 しやすさや,同 じ関心や意欲を持つてい
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る者同士という安心感や思いを共有できること

の有益さなど「安心感・共有の有益さ」が 11件 ,

遠方からの参カロ者や校種の違 う参加者,勉強熱

心な参加者から影響を受けたり,勉強になった

など「他者からの学び」が 4件,座席がくじ

引きであることや,それにより毎回違 う参加者

と交流できることなどの 「くじ引きの良さ」が

3件 ,同 じ校種の参加者が少ないことの残念さ,

違 う校種の参加者 との交流が勉強になったなど

「異なる校種での交流」が 3件,面識がある教

員との再会など「顔見知 りの懐かしさ・安心感」

が 3件,同 じ立場,異校種,近 くの職場の教

員との出会いといつた「新 しいつながり」が 2

件であった。

表3 自分自身についての自由記述の抜粋

学びへの意欲・興味 (11件 )

研修の機会を探 していた。/(内容を見て)勉強 してみたいと思い,受講 した。/教育相談について興味・関心を持つていた。/も

う一度学び直 したいと思った。/学びたく,研修できる場を探 して研修 している。/教育相談への興味があつた。/教育相談のスキ

ルを向上させたかつた。/(大学での長期研修の後)継続的に学べる場所が欲 しいと思っていた。

教育相談の必要性 (7件 )

(業務上)相談業務が欠かせなくなつたから。/教育相談担当であるが専門性が足 りないと感 じていたため。/生徒,保護者への対

応から必要に迫 られて受講 した。/(教育相談担当になり)必要に迫られて教育相談の専門性を高めるため。/教育相談について,

体系的に学ぶ機会が少ないのに,今現場ではとても必要とされていると感 じたから。

知識・方法の習得 (3件 )

どのように生徒に接したらいいかのヒントを得るため。/少 し専門的な知識がつけばと思い受講した。/不登校につながる問題等を

解決するためにできる指導を学びたい。

不安 (3件 )

これでいいのかとい う不安があった。/それなりに教育相談的カウンセ リングをやつてきたが,果たして本当に生徒のためになつ

ていたのかと思 うようになつた。/(生徒や保護者 との日々の関わりの中で)判断に迷っている,模索で取 り組んでいる。

その他 (自 分自身の二―ズ等)(2件 )

先輩から勧められた。/人 との関わりを楽にできたらいいなという思いがあつた。

表4 研修内容についての自由記述の抜粋

有益さ (7件 )

参加するごとに得るものが多かった。/保護者対応 。生徒との関わりで基準や,参考になるもの,判断していける何かを与えても

らえていたので,参加を継続できた。/も ともと知識がなかつたため,すべてが真新 しかつた。/「そ うかあ」 「なるほど」とうな

ずくことばかりで,毎回非常に充実した研修だつた。/い ろいろな事例を使つてケース理解を教えてもらつた。/保護者との関係作

り,生徒に関して共通理解を図つていく上で参考になる研修内容だつた。/後半の実践的な講義はとても参考になった。

研修方法や資料の工夫 (6件 )

適度に演習やグループワークなどもあり,自 分で体験 しながら専門的な知識が身についていつたと思 う。/レ ジメがとてもよくま

とまつていたので,後で見返 しても分かりやすく,書き込みもしやすかつた。/最新機器を使つたり,漫画を使用 したり,毎回の

読み物も楽しみだつた。/音読する機会があり,参加者の声を聴 くことができた。/話 しやすい環境を作ること,安心できる環境を

つくこと,回 を重ねることの効果を実感することができ,自 分が教育相談やコーディネー トしたりする際にはこうでありたいと

思つた。
ニーズとの適合 (5件 )

自分のニーズに合つていて, とてもためになつた。/必要だと考えていた内容の研修だった。

実践と繋げた理解 (5件 )

手探 りで不安を感 じながらやつていたことに裏付けを得て安心できた。/間違いではなかつたと確信できた。/こ れまで知っていた

ことを確認することもできた。/仕事で行き詰つていた原因を確認することができた。

教員の自己理解の重要性 (5件 )

自己理解,自 己開示から始まつて, 自分自身が大切なことを学んだ。/自 分の内面を理解する,客観的にとらえるワークを知れて

よかつた。/(研修では教師が自分を捉えることから始まつて)と ても大切だと思つた。/(教師の自己理解が必要であるとい う考

え等)自 分の考え方を見直すことができた。

楽しさ・安心感 (2件 )

とても楽 しかつた。/毎回,心 に温かい「何か」力ヽ たヽだけるような内容だつた。

学び直 し (2件 )

よく分からないこと,分かつたつもりになっていることが多かつた。/「傾聴」 「共感的理解」という言葉も学び直す必要がある

5)講師について

表 7の ように講師については,心地よさや ,

ほつとできる時間,室温などへの配慮など「雰

囲気・気遣い」が 6件,身近な例や経験からの

話の興味深さや分かりやすさなど「具体例・経

験からの話」力` 6件,講師が自己開示をしな

がら話をすることなどでの 「親 しみやすさ」が

5件 ,説明や話 し方などの 「分かりやすさ」が

4件,参加者への賞賛や参加者自身が自分を認

めることに繋がるようなワークの実施等の 「参

加者へのねぎらい」が 2件,定期的な学びの機

会等を希望する「研修の要望」が 2件であった。

っていた
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表5 研修時間・場所についての自由記述の抜粋
参加しやすさ (15件 )

平日夜なので参加 しやすかった。場所も時間もよかった。/(開始時間について)出席 しやすかった。/場所が近くてとてもよかつ
た。/(大学院生だったので)講義のあと,そのまま参加 し, とても快適だつた。/仕事を途中で切 り上げて頭を切 り替えるという
点ではよいと思 う。/日 中だと,出張可能な人しか参加できないため勤務時間後が出席 しやすい。/土 日だど子どもの行事等で参加
しにくいため,月 に一回程度平 日の夜にあり,参加 しやすかった。/勤務時間後でよかつた。/1時間半とい うのが,集中力が続 く
適度な時間だつた。/A市は県内のどこからも集まりやすいところであるのは間違いない。

時間の要望・難 しさ (4件 )

平 日開催は年度後半は大変だった。/勤務地から30分程度で参加できる場所だと一番有難い。/時間的にもう少 しだけ早い方があり
がたい。/中学校勤務者にとつては,10月 の新人大会までは18時過ぎまで部活動をするため,遠方の先生には大変だったかもしれ
ない。

楽しみ (1件 )

月に一回,楽しみだつた。

表6 他の参加者についての自由記述の抜粋
安心感・共有の有益さ (11件 )

どの先生も話やすかったし,温かみを感 じた。/現場での悩みや課題を共有できたことは大きかった。/同 じ気持ちを持っている参
加者が多かった。/こ の研修を受けようと参加 されている方々だったので,話 しやすかつた。/み なさん必要に駆 られて参加 されて
いるので,すぐに意気投合できた。/子 どもたちの育ちのために学びたいと思つている先生方ばかりで, とても安心して参加でき
た。/教育相談に関心を持っておられる先生方が集まる研修であるので,話 しやすい雰囲気があった。/参加者の方々はとてもやさ
しく,少人数でのグループワークだったので,話 しやすく,と ても参加 しやすかった。/他 の参加者 とのグループワークが必ずあ
り, 日頃の出来事や悩み事も話せてよかった。/他の方の考えを知ること, 自分を見つめること,共有することなど心理面との付
き合い方の学びにもなり,安心感が増 していった。/自 分と同じような考えだとわかるのもほつとした。

他者からの学び (4件 )

遠方から毎回参加 されている先生の熱意にも影響を受けた。/校種も違って視点が微妙に違っていたので,参考になる面やヒン ト
になる面があつた。/よ く勉強 しておられる先生もおられ,新 しい考え方を知ることもできた。/グループワークの時に言われる意
見が,自 分にはない視点のものが多く,勉強になった。

くじ引きの良さ (3件 )

毎回席が指定されて,違 う参加者の方とペアやグループとなり,い ろいろな方と一緒にできて楽しかった。/内弁慶で初対面の方
との関わりが苦手だが,安心できる環境下, くじで席が決まって様々な方とワークをすることで知 り合 うことができた。

異なる校種での交流 (3件 )

高校の参加者は少なめであまり出会 うことがなく,少 し残念だった。/継続的に校種の違 う方とお話 しできるのは,異なる視点を
もらえてとても勉強になった。/校種が違 う先生と話すことで気づくこともあつたが,校種が同じ先生だからこそ共感できる場面
がもつとあるとよかつた。

顔見知 りのなつか しさ・安心感 (3件 )

顔見知 りの先生がおられ,懐かしく感 じた。/面識のある方が多数参加 されておられ心安かつた。
新 しいつながり (2件 )

同じ立場の先生,異校種の先生とつながりができた。/近 くの職場の先生がおられ 知 り合いになれてよかった。

表7 講師についての自由記述の抜粋
雰囲気・気遣い (6件 )

勤務後だつたので,ゆ っくりと落ち着いた雰囲気にしてもらい大変ありがたかった。/講義の雰囲気が一 日の疲れを楽にしてくれ
るような心地良さがあった。/(室温など)配慮 してもらい,あ りがたかった。/さ りげない日々の家庭の話や感想やアンケー トの
内容などを聞くことができる時間もほつとすることのできる時間だつた。

具体例・経験からの話 (6件 )

身近な例を使用 しての話がよかった。/た くさんの経験からの話が興味深かった。/理論と実践,臨床の実際の話を交えていて,各
講座の話が深かった。/経験 したことを踏まえて話すので,分か りやすかった。/(講師が)学校現場についてよく知っているの
で,話が分かりやすかった。/現場への支援や相談者との現状を知ることができ, とても勉強になった。

親 しみやすさ (5件 )

大学の先生とい うとかなり堅い印象があったが,話をとてもしやすく,話が聞きやすかった。/親 しみやすく,(プ ライベー トの
話など)楽 しく話を開けた。/お もしろかつたので,それも楽 しみだつた。/講師自身が自己開示 し,モデルになった。

分かりやすさ (4件 )

説明が分かりやすかった。/話が大変ゆっくりで分かりやすい内容だった。/イ メージがつきやすい話 し方をしてもらったので,分
かりやすかった。

参加者へのねぎらい (2件 )

必ず,「研修に来たこと 。この場にいること」を賞賛してもらった。/(教師自身についてのワークについて)自 分自身に「よく
頑張ったね」と言いましょうとい う時は,涙がでてしまい,自 分自身がつかれていたことに気づいた。/私 自身の気持ちが楽に
なっていったことをお伝えしたい。

研修の要望 (2件 )

_興 学びの機会があると嬉 しい。/も つと話を聞きたいと思った。
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Ⅳ 考察

1.各項目の特徴

以下,各項 目において 5件以上回答があつた

カテゴリーについて考察する。

1)自 分自身について

自分 自身に関する記述で多かったのが,「 学

びへの意欲 0興味」 (11件 )と 「教育相談の必

要性」 (7件 )である。多くの参加者が教育相

談を学びたい,あ るいは教育相談への興味を

持つており,研修参加前から意欲は高かったと

考えられる。また教育相談担当など業務上必要

に迫 られている参加者 も少なくなかったと考

えられる。そのため研修内容は,①教育相談に

興味がある参加者,②業務上必要に迫られてい

る参加者,の両者が満足できる内容である必要

がある。また①②ともに,教育相談の経験豊か

な参加者もいれば,経験の少ない参加者も含ま

れると考えられる。

今回の研修は 1回限 りの研修ではないため,

①のように教育相談への興味があったり,②の

ように業務上必要に迫られていても,毎回の研

修で満足が得 られなければ継続的に参加 しな

いことが考えられる。この研修では,表面的な

技法はほとんど扱わず,教育相談においてどの

ような場合でも必要である基本的姿勢や態度

について繰 り返し伝えるようにした。これは誰

にでも, どのような場面でも重要な内容であ

るため,教員としての経験の長さや校種に関わ

らず,継続 して参加 しようと思 うことに繋がっ

た可能性がある。またこれ らの姿勢や態度は,

日々の児童生徒保護者の理解や関わ りに直結

するものであり,業務上必要に迫られた参加者

においても有益 さを感 じた可能性が考えられ

る。

2)研修内容について

研修内容に関する記述で多かったのは,「有

益さ」(7件)や「研修方法や資料の工夫」(6件 ),

「ニーズとの適合」 (5件)や 「実践と繋げた理

解」 (5件 ),「教員の自己理解の重要性」 (5件 )

であつた。

「有益さ」については,参加者は勤務年数や

経験も様々であると考えられるが,経験豊かな

参加者でも有益さを感 じた背景の 1つ として ,

講師を務めた筆者が,教員 とは異なる臨床心理

学の専門家の視点から講義を行つたことで,参

加者にとつては自分 とは異なる視点を得 られ

た感覚を持った可能性がある。このように臨床

心理学の視点を教員に伝えることで,教員がよ

り複眼的な眼を持つことができ,余裕をもつて

教育相談にあたることにもつながることが推

測される。

「研修方法や資料の工夫」についての自由記

述では,「演習やグループワークなど体験 しな

がら専門的な知識が身についた」「レジメがま

とまっていて見返 しやす く書き込みやすい」

「最新機器・漫画・読み物の楽 しさ」「話 しや

すく安心できる環境」「回を重ねることの効果」

などが書かれていた。これらのことからワーク

(演習)や,ややもすると軽視 される可能性も

ある配布資料や用いる機器等も参加の意欲に

つながる重要な要因であることが示唆 された

と言える。また話 しやすく参加 しやすい環境を

作るために,例 えばくじ引きで座席を決めるこ

とで知 り合いがいない参加者 も安心 して参加

できるようにするなどの環境づ くりの工夫も

重要であることが推測された。

「ニーズとの適合」 と「実践 と繋げた理解」

はそれぞれ 5件あり,今回の研修内容が参加者

のニーズや 日々の実践と適合 しており,それが

継続的な参加に繋がったことが示唆された。筆

者は日頃現職教員から,児童生徒の抱える課題

への対応を手探 りでやつているという話や, 自

分の児童生徒への対応でよかつたのか不安で

あるという話を聞くことが少なくない。このよ

うに不安を抱え,手探 りで対応する教員にとつ

て,自 分が知 りたいと思つていた内容を知るこ

とができる,ま た自分の実践への裏付けを得る

ことができる研修は,参加意欲が高まると考え
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られる。

「教員の自己理解の重要性」 (5件)に関して

は,研修で教員自身の自己理解や自分自身の安

定が重要であるということを繰 り返 し伝え,自

己理解や自己の安定に繋がるようなワークを繰

り返し行つた。これにより参加者が自分に目を

向けやすくなり, 日の前の対応ばかりに右往左

往するのではなく,そ こで自分がどう感 じるの

か,自分はどうしたいのかを客観的に見ること

に繋がり,研修の有益さを感 じられたことが推

察される。

3)研修時間・場所について

「参加のしやす さ」 (15件)では,開始時間

(月 1回水曜 19時開始),研修時間 (1時間半),

場所 (県中央部)のいずれについても良かった

とい う記述が見られた。また 「日中だと,出張

可能な人しか参加できないため勤務時間後が出

席 しやすい」「土 日だと子 どもの行事等で参加

しにくい」などの記述もあつたため,個々の状

況によリー概には言えないが,平 日の夜は参加

しやすい時間である可能性が考えられる。

4)他の参加者について

「安心感・共有の有益 さ」 (11件 )では,他
の参加者が話 しやすかつたことや,同 じ気持ち

を持つて研修に参力日しているという感覚があつ

たこと,同 じような悩みや気持ちを持っている

と共有できたこと, 日頃の出来事や悩みを話す

ことができたことなどが書かれていた。池本

(2004)は教員のピア・サポー トを目指 した校

内研修会のプログラム立案において,「教師が

日常の業務を離れて,ほつとできる時間を保証

する」「自己理解・他者理解をする中で各自が

自己変容のきっかけをつかんだり,同僚と支え

合つたりすることを,体験的に学べるような内

容 とする」「段階を追つて,個人の内面に触れ

ることができるような内容とする」などを挙げ

ている。今回の研修はピア・サポー トを中心的

目的とはしてないが,業務後の時間に参加者が

ほつとしたり,自 己理解や他者理解に繋がるよ

うなワークを毎回行つたことで,結果的にピア・

サポー ト的な場になつた可能性がある。これが

継続的な参加を促進する一要因になったことが

推察され,勤務校は違っても志を同じくし,子

どもたちのためにと研修に参カロする仲間として

の感覚もあつたことが考えられる。加えて神谷

(2004)は 「教師のための簡単なス トレス解消

法 10」 として,ス ポーツや食事,旅行などを

楽しむ他,お しゃべ り (雑談)や話すこと,教

師同士の励まし合いや認めあいを挙げている

が,他者 と話すこと自体,参加者に心地よく感

じられた可能性も推測される。

5)講師について

「雰囲気・気遣い」(6件 )や「親 しみやすさ」(5

件)の ように,研修への参カロ意欲を高めるため

に講師自身が工夫できることも少なくないと考

えられる。特に参加者の負担にならないような

場の設定や話 し方,話す内容等,参加者が安心

して参加できる環境づくりについて,講師や研

修実施者が気を配ることは重要であろう。

「具体例 。経験からの話」 (6件 )の ように,

講師が理論のみではなく,学校臨床の経験を踏

まえた話をすることで,参加者が具体的にイ

メージしやすくなり,自分の実践と繋げて理解

しやすくなったり, 日々の実践に役立つ感覚が

得られた可能性がある。このように教員を対象

にした研修では,単に理論的な内容ではなく,

理論と実践の両方が含まれた内容にすることが

必要であることが示唆された。

2.全体的考察

7つ の質問内容 (① 自分自身,②研修内容 ,

③研修方法,④研修の時間・場所,⑤他の参加

者,⑥講師)において,5件以上回答があった

カテゴリーについて内容の類似性から検討 した

結果,図 1の ように「ニーズや実践とつながる

研修内容」「自分を見つめる・他者 と共有 し受

け止められる時間」「研修方法・環境の工夫」

の 3つの内容に分類されると考えられたノ

「ニーズや実践 とつながる研修内容」のよう
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学びへの意欲・興味 (11) 教育相談の必要性 (D

(研修内審の)有益さ (つ 具定例・経験からの話 (6)

実践と繁げた理解 (D

ニーズや実践とつながる研修内容

ニーズとの通合 (⇒

安心感・共有の有益さ (llD 教員自身の自己理解0重要性 (D

自分を見つめる 。

他者と共有し受け止められる時間

参加しやすさ (15)

(講師の)諄囲気・気遣い (0 師 の)親 しみやすさ (⇒

図 1.継続参加の要因

に,今回の研修の内容が参加者の興味やニー

ズと合っていたこと,ま た単なる知識の伝達で

はなく学校の現場を踏まえた具体的な話 し方

であったこと,そ して受講 している中で自分に

とって有益かつ実践 と繋がる内容であると感

じられたことなどが,参加意欲に繋がることが

示唆されたと言えよう。

さらに「研修方法・環境の工夫」のように,

「参加 しやすい」研修の方法や研修の環境を整

えることは重要であると考えられる。このよう

に単に内容の良さだけでなく,時間や研修の構

成、細かな工夫や講師の態度等も重要な参加意

欲に繋がる要因となることが示された。

加えて,「 自分を見つめる 。他者 と共有 し受

け止められる時間」のように,他者 とのワー

クを毎回行 うことで,「安心感・共有の有益さ」

といつた他の参加者 と話すこと,聞いてもらう

こと, 日々の思いを共有すること,同 じ思いで

あると安心できることは,参カロ者にとつて何よ

り得難い体験であった可能性がある。そ して

「教員 自身の自己理解の重要性」を理解するこ

とに繋がるようなワークを毎回行つたことに

より,研修での時間は参加者自身が自分をゆつ

くり見つめ,自 分を大切にする時間となったこ

とも考えられる。このように研修の時間が参加

者が自分を大切にできる,そ して他者から大切

にされる時間にすることは,研修への参加意欲

に繋がると考えられる。

そして 「自分を見つめる・他者 と共有し受け

止められる時間」を持つことは,実践を振 り

返ることや実践に役立つことを知る時間にも

なった可能性があり,「 ニーズや実践とつなが

る研修内容」であるとも言える。また研修内に

「自分を見つめる・他者 と共有 し受け止められ

る時間」を持つような時間を作ることは,「研

修方法・環境の工夫」とも言えるだろう。この

ことから今回の検討では研修内容も研修方法・

構成も重要であることが示 されたと考えられ
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るが,参加者自身が自己を振 り返ったり,他者

と行 うワークはそれ ら両方の側面を持つ と考

えられる。

V まとめと今後の課題

今回の研修は月に 1回,6回の研修であつた

が,参加者は月 1回 だけ研修の内容に触れた

のではなく,研修と研修の間の期間も研修で学

んだことを日々の生活の中で振 り返つたり,実

践と繋げて考えていた可能性も考えられる。こ

のように単発でなく継続的に研修を行 うこと

は,研修と研修の間の期間も研修の一部として

機能する可能性 もあ り,よ り研修の効果が高

まったり,参加者の満足感も高まることも推測

される。

本研究の課題 として,今回は継続的に参加 し

た参力日者に継続 して出席 した、あるいはしたく

なった理由を尋ねているが,継続 して参加 して

いない参加者もいる。継続参加 したくない理由

や,参加が難 しかつた理由について,今後検討

が必要であろう。

注

1)申 込期間内に定員 (40名 )を超えたため,

定員を 10名 増や し,申 込が 50名 を超えた時

点で申込期間以前に申込受付は終了した。参加

者募集のチラシに申込期間内でも定員を超え

た場合は申し込みを締め切ることを記載 して

いる。

2)語尾は敬体であつたものも常体に揃えてい

る。また内容を変えない範囲で文章を短くした

り,省略したりしている。また個人が特定でき

る部分や個人的な内容は除いている。

3)括弧内の数字は件数を表す。

付記

本論文は,山 口大学大学院教育学研究科附属

臨床心理センターの活動として行つた「教師の

ための教育相談力向上研修基礎編」への参加者

を対象に調査 したものです。研修に参加 してく

ださった皆様,調査にご協力いただいた皆様 ,

参加者募集にご協力いただいた教育委員会や

学校の皆様に心よりお礼申し上げます。
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